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国大協TOPICS

フランスと学生交流協定を締結
　　
　平成26年5月5日（月）、フランス・パリの大統領府におい
て、安倍総理とオランド大統領の立ち会いのもと、国立大
学協会とフランス大学長会議及びフランス技師学校長会
議の間で、『高等教育機関における履修継続のための履修
学位及び単位の相互認証に関する協定』が締結された。
　きっかけは、昨年６月、オランド大統領が来日した際に発
表された「日仏共同声明」。この声明に、両国の大学協力強
化のための行動計画作成が盛り込まれたことから、当協会
がフランス側と協定締結に向けて話し合いを進めてきた。
４月には、フランスから視察団が訪れ、国立大学等を視察
するとともに、浅原国際交流委員長（広島大学長）、佐藤国
際交流副委員長（室蘭工業大学長）らと精力的に協定案の
協議を行った。
　この協定の対象は、当協会に属する国立大学、フランス
大学長会議及びフランス技師学校長会議に属する高等教
育機関。主な内容は、両国の学士課程、修士課程、博士課
程それぞれの入学・編入の基礎資格と単位の相互認証であ
り、今後、各大学はこれを参考にしながら相手国の大学等
との学生交流を進めていく。
　当協会がフランスの高等教育関係団体と協定を締結す
るのはこれが初めて。これにより、日本とフランスの協定対
象機関の学生交流がより活発になることが期待される。

【特集】国立大学改革の新局面：
イノベーションの創出Ⅰ
Episode 
希少糖研究
香川大学
　　
Opinion［対談］
京都大学iPS細胞研究所長
山中伸弥
国立大学協会会長（京都大学総長）
松本 紘
　　
発見！国立大学
Study & Products
旭川医科大学
宮城教育大学
お茶の水女子大学
筑波技術大学
静岡大学
京都大学
島根大学
鹿児島大学

　　
今、学生は！
小樽商科大学／横濱大成さん
茨城大学／村上倫子さん
大阪大学／環境サークルGECS
熊本大学／坂梨有佳さん

国
立
大
学

国大協の動き（平成26年2月～平成26年5月）

平成26年
　2月27日～28日

　3月7日

　4月24日

　5月7日

　5月23日

上記の内容については国大協ホームページ
（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

　2014（平成26）年度本誌は、特集のメインテーマを「大学改革の新局面」に設定
し、「イノベーションの創出Ⅰ」、「イノベーションの創出Ⅱ」、「グローバル化」、「ガバナ
ンス改革」をサブテーマといたしました。
　1949（昭和24）年制定の「国立学校設置法」によって新制大学が誕生して以来、国
立大学に対しては社会の変化と要請に基づく大学改革が求められ続けてきました。
とりわけ、2004（平成16）年の法人化以降、各国立大学は法人の長である学長のリー
ダーシップのもと、それぞれの特色を活かし社会の期待に応えるべく「大学改革」に
取り組んできています。
　そしていま大学改革はどこに向かうのか。日本の科学技術・学術を担う国立大学
にとって「大学改革」は「新たな局面」を迎えているといえます。
　そこで本誌は、「イノベーション」、「グローバル化」、「ガバナンス」をキーワードに、
国立大学の改革の姿を考えてゆくことにしました。
　国立大学は高等教育研究機関として、知の苗床を整え、知の種をまき、知を果実
へと結実させる工程の全てを担っています。そして、その基盤を確実なものにするこ
とによって大学はイノベーションの実を結ぶことができるはずです。また、グローバ
ル化は地球規模での知的人的交流を前提とした人類の発展のためには必定です。
このような状況の中で、各国立大学はこれらの機能を発揮し、高めるためのガバナン
ス改革に取り組んでいます。
　本誌の特集を通して、これらの取り組みの姿を示してまいります。

新任理事・事務局長就任予定者研修会を開催

第3回通常総会を開催
文部科学省との意見交換会を開催

第1回理事会を開催

「学校教育法及び国立大学法人法の一部を改正する
法律案について（会長コメント）」を発出

第2回理事会を開催

国
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イノベーションの創出Ⅱ
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広報委員長
羽入佐和子（お茶の水女子大学長）

世界経済フォーラムの国際競争ランキングの推移［ 個別指標：イノベーションと高度化 ］ グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
環
境
の
も
と
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
は
、世
界
各
国
の
共
通
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム（W

orld E
conom

ic Forum

）の

国
際
競
争
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

高
度
化
」の
個
別
指
標
で
、日
本
は
２
位（
２
０
０
９
年
）↓

３
位（
２
０
１
３
年
現
在
）と
な
っ
て
い
る
。（
左
図
）

（注）ここでは、個別指標の「Innovation and sophistication factors」による。
（出所）World Economic Forum“Global Competitiveness Reports”（各年版）に基づいて作成
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3

た
め
、
高
松
市
三
木
町
農
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
「
希
少

糖
生
産
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
訪
ね
た
。

　

多
く
の
商
品
に
使
わ
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
希
少
糖
「
プ

シ
コ
ー
ス
」、
１
グ
ラ
ム
あ
た
り
約
０
・
４
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で

一
般
的
な
糖
の
１
／
10
。
そ
の
う
え
、
糖
の
吸
収
を
抑
制
す

る
性
質
に
よ
り
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か
に
す
る
た

め
、
生
活
習
慣
病
の
改
善
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　
「
本
学
の
附
属
病
院
で
は
、
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
に
毎
食

前
、
薬
を
服
用
す
る
よ
う
な
感
じ
で
プ
シ
コ
ー
ス
を
摂
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
、
食
後
の
血

糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
す
。
薬
で
は

EP
ISO

D
E

香
川
か
ら
世
界
へ
発
信
！

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た「
希き

し
ょ
う少

糖と
う

」

人
類
の
福
祉
・
健
康
増
進
に
貢
献
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
新
素
材
。

地
道
な
基
礎
研
究
と
産
学
官
連
携
の
推
進
で
、
地
域
に
貢
献
す
る
。

香
川
大
学

話
題
の
次
世
代
甘
味
料
。

希
少
糖「
プ
シ
コ
ー
ス
」は

生
活
習
慣
病
予
防
に
寄
与
す
る
。

德田雅明センター長／教授
（香川大学希少糖研究センター／医学部）
岡山大学医学部卒業、同大学院医学研
究科修了。何森健農学部教授の後を引
き継ぎ、希少糖研究センター長に就任。
希少糖の生理活性の解明と用途開発研
究、癌の病態の分子機構の研究に従事。

希少糖ステーションを案内する德田センター長
と吉原助教。学生だけでなく、多くの人々が見
学に訪れる。

希少糖研究

　
「
希
少
糖
」
と
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
自
然
界
に
存
在

量
の
少
な
い
糖
の
こ
と
。
虫
歯
予
防
で
知
ら
れ
る
キ
シ
リ

ト
ー
ル
が
有
名
だ
が
、
50
種
類
以
上
が
存
在
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
希
少
糖
で
世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い

る
の
が
、
香
川
大
学
希
少
糖
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
希
少
糖
研
究
の
第
一
人
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
香

川
大
学
の
德
田
雅
明
希
少
糖
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
話
を
聞
く

特  
集
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─
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出 
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、社
会
を
変
え
る
。

基本となる希少糖の生産に関する研究と教育を行っている「希少糖ステーション」。共同研究施設として学内外に開放している。
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な
く
、
自
然
界
に
あ
る
安
心
・
安
全
な
希
少
糖
で
抑
え
る
の

は
、
体
に
す
ご
く
良
い
こ
と
な
ん
で
す
。
肥
満
や
糖
尿
病
な

ど
生
活
習
慣
病
は
、
い
ま
や
人
類
共
通
の
問
題
。
多
く
の
生

活
習
慣
病
は
、
食
事
に
よ
っ
て
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
シ
コ
ー
ス
を
正
し
く
理
解
し
、
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

食
生
活
を
変
え
る
こ
と
な
く
予
防
で
き
ま
す
」
と
、
德
田
セ

ン
タ
ー
長
は
胸
を
張
っ
て
言
っ
た
。

　

香
川
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー「
株
式
会
社
レ
ア
ス
ウ
ィ
ー
ト
」

で
は
、
希
少
糖
含
有
シ
ロ
ッ
プ
を
家
庭
向
け
に
販
売
。
健
康

志
向
の
高
ま
り
で
、
一
時
は
品
切
れ
状
態
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
。

　

今
や
香
川
大
学
の
看
板
研
究
と
な
っ
た
希
少
糖
だ
が
、
そ

の
礎
を
築
い
た
農
学
部
の
何い

ず
も
り森

健
教
授
（
現
・
特
任
教
授
）

が
研
究
を
始
め
た
の
は
、
30
年
前
。
当
時
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
の
効
率
の
み
か
ら
淘
汰
さ
れ
た
、
役
に
立
た
な
い
糖
を

研
究
す
る
必
要
は
あ
る
の
か
と
、
周
り
か
ら
批
難
さ
れ
た
。

そ
ん
な
中
、
何
森
教
授
を
突
き
動
か
し
た
の
は
、
人
が
や
っ

て
い
な
い
研
究
を
し
た
い
と
い
う
探
究
心
と
、
何
か
役
立
つ

機
能
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
だ
っ
た
。
ま
た
、

当
時
の
国
立
大
学
で
は
、
競
争
的
資
金
が
な
く
て
も
、
新
た

な
研
究
が
で
き
る
だ
け
の
研
究
費
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
大
き
か
っ
た
。

　

何
森
教
授
ら
は
、
ま
ず
仮
説
を
立
て
た
。
地
球
が
で
き
た

約
40
億
年
前
は
様
々
な
糖
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
生
き

て
い
た
生
物
が
必
ず
い
た
と
。
そ
し
て
、
今
で
も
希
少
糖
を

利
用
し
て
い
る
微
生
物
が
生
き
続
け
て
い
る
と
信
じ
、
各
地

か
ら
土
を
集
め
て
は
、
地
道
な
研
究
を
続
け
た
。

　

研
究
を
始
め
て
か
ら
７
年
。
よ
う
や
く
努
力
が
報
わ
れ
た
。

思
い
が
け
な
い
場
所
の
土
か
ら
、
果
糖
を
「
プ
シ
コ
ー
ス
」

に
変
え
る
働
き
の
あ
る
酵
素
（
生
体
で
起
こ
る
化
学
反
応
の

触
媒
と
し
て
機
能
す
る
物
質
）
を
持
っ
た
微
生
物
を
発
見
し

た
の
だ
。
そ
の
場
所
は
、
農
学
部
の
食
堂
裏
。
ま
さ
に
、
灯

台
下
暗
し
、
求
め
て
い
た
も
の
は
あ
ま
り
に
も
身
近
に
あ
っ

た
。
希
少
糖
研
究
セ
ン
タ
ー
で
希
少
糖
の
生
産
の
研
究
を
し

て
い
る
吉
原
明
秀
助
教
に
よ
る
と
、
こ
の
研
究
で
も
っ
と
も

大
変
な
の
は
、
希
少
糖
と
反
応
す
る
酵
素
を
見
つ
け
る
こ
と

だ
と
言
う
。
ま
さ
に
、
こ
の
小
さ
な
微
生
物
は
、
希
少
糖
研

究
に
と
っ
て
大
発
見
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、「
イ
ズ
モ
リ
ン
グ
」
と
い
う
希
少
糖
を
体

系
的
に
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム
が
考
案
さ
れ
、
希
少
糖
の
大
量

生
産
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。

　

も
う
一
つ
の
転
機
は
、
外
部
資
金
が
獲
得
で
き
た
こ
と
。

当
時
の
文
部
省
の
担
当
者
か
ら
は
「
今
は
こ
の
研
究
が
何
に

役
立
つ
か
分
か
ら
な
い
が
、
希
少
糖
の
可
能
性
に
賭
け
て
み

ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
た
。
嬉
し
い
後
押
し
で
あ
っ
た
。
多

額
の
研
究
費
を
得
た
こ
と
で
、
研
究
は
大
き
く
進
展
し
た
。

「
希
少
糖
の
研
究
は
、大
学
の
シ
ー
ズ
が
産
学
連
携
に
繋
が
っ

た
希
少
な
例
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
で
こ
そ
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
か
ら
取
材
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
初
か
ら

地
道
な
基
礎
研
究
が
実
を
結
ぶ
。

生
産
戦
略
図「
イ
ズ
モ
リ
ン
グ
」で

希
少
糖
の
未
来
を
開
く
！

大
き
な
社
会
的
効
果
を
も
た
ら
す
。

お
互
い
を
尊
重
す
る
産
学
官
連
携
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
す
る
。

農学部内にある食堂裏。ここ
の土の中にいた微生物が、果
糖を希少な「プシコース」にす
る酵素を持っていた。

希少糖の生産工程

②希少糖への変換

⑤希少糖の結晶化

①微生物の培養と
　酵素の大量生産

④希少糖の濃縮

③希少糖と原料の分離

③完成したプシコース



を
問
わ
ず
希
少
糖
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
修
士

課
程
で
は
、
農
学
研
究
科
に
希
少
糖
専
攻
を
置
い
て
い
る
。

希
少
糖
研
究
セ
ン
タ
ー
何
森
特
任
教
授
に
よ
る
高
校
生
向
け

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
希
少
糖
甲
子
園
」
を
提
供
す
る
な
ど
、

希
少
糖
に
関
心
を
持
た
せ
る
試
み
を
次
々
と
行
っ
て
い
る
。

「
希
少
糖
甲
子
園
」
は
、
希
少
糖
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
新
し

い
科
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
全
国
の
高
校
生
を
対
象

に
、
創
造
性
、
独
創
性
を
育
む
教
材
と
し
て
最
適
な
希
少
糖

を
用
い
た
自
由
研
究
を
行
い
、
発
表
す
る
。
単
な
る
成
果
発

表
で
は
な
く
、
事
前
の
研
修
、
審
査
を
兼
ね
た
討
議
が
一
体

と
な
っ
た
取
組
で
あ
る
。
そ
の
他
、
小
中
学
生
・
高
校
生
向

け
に
出
前
授
業
や
希
少
糖
研
究
施
設
の
見
学
も
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
希
少
糖
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。

　

希
少
糖
を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
世
界
中

で
た
だ
１
つ
で
あ
り
、
希
少
糖
研
究
は
香
川
を
中
心
に
発
展

し
て
い
る
。
２
０
０
１
年
に
は
、「
国
際
希
少
糖
学
会
」
の

本
部
が
設
置
さ
れ
、
世
界
中
に
研
究
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

香
川
大
学
は
、
希
少
糖
研
究
の
世
界
の
中
心
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

香川から世界へ発信！  無限の可能性を秘めた「希少糖」── 香川大学Episode

好
意
的
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
大
学

を
は
じ
め
、
香
川
県
や
文
部
科
学
省
な
ど
が
、
希
少
糖
の
可

能
性
に
賭
け
、
厳
し
い
状
況
の
時
に
も
支
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
」
と
、
德
田
セ
ン
タ
ー
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　

現
在
、
プ
シ
コ
ー
ス
を
使
っ
た
関
連
商
品
は
１
６
０
点
と

な
り
、
今
な
お
増
え
続
け
て
い
る
と
い
う
。
香
川
県
に
は
、

プ
シ
コ
ー
ス
を
使
っ
た
シ
ロ
ッ
プ
を
生
産
す
る
工
場
も
で
き
、

大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

産
学
官
連
携
の
成
功
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
相
手
企
業
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
企
業
が
、
大
学
の
基
礎
研
究
を
尊
重
し
て

く
れ
た
ん
で
す
。
商
品
化
だ
け
を
目
指
す
と
、
研
究
者
は
離

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
も
企
業
の
価
値
観
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
が
大
学
の
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設

と
位
置
付
け
ら
れ
た
の
も
良
か
っ
た
。
分
野
を
超
え
た
連
携

が
し
や
す
く
、
学
外
の
直
接
窓
口
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
か
ら
」
と
。

　

地
域
と
共
に
歩
む
。
ま
さ
に
香
川
大
学
が
掲
げ
る
「
地
域

に
根
ざ
し
た
大
学
」
を
体
現
し
た
好
例
と
い
え
る
。

　

大
成
功
を
収
め
た
希
少
糖
「
プ
シ
コ
ー
ス
」
だ
が
、
こ
れ

は
巨
大
な
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
。
す
で
に
、
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
ア
ロ
ー
ス
」
と
い
う
希
少
糖
の
基
礎
研
究
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
抗
酸
化
作
用
や
抗
癌
作
用
が
あ
り
、

将
来
、
創
薬
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
す
ぐ
に
役
立
つ
応
用
研
究
も
大
切
で
す
が
、
様
々
な
可

能
性
を
広
げ
て
い
く
に
は
、
基
礎
研
究
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
た
め
、
国
立
大
学
が
、
こ
れ

を
担
っ
て
い
く
こ
と
は
、
社
会
に
と
っ
て
非
常
に
意
義
あ
る

こ
と
で
す
」

　

こ
の
事
実
を
胸
に
、
後
に
続
く
研
究
者
と
共
に
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
語
る
德
田
セ
ン
タ
ー
長
。
将
来
を
見

据
え
、德
田
セ
ン
タ
ー
長
や
吉
原
助
教
に
続
く
人
材
の
発
掘
・

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

学
士
課
程
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
を
中
心
に
、
学
部

希
少
糖
研
究
を
牽
引
す
る
香
川
大
学
。

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、

次
世
代
を
担
う
研
究
者
の
育
成
に
取
り
組
む
。

吉原明秀助教
（香川大学希少糖研究センター）
香川大学農学部卒業、同大学院連合
農学研究科博士課程修了。専門は応
用微生物学。微生物やその酵素を用
いた希少糖誘導体の生産に関する研
究を行う。

医学部キャンパス喫茶棟で販売されている希少糖関連商品。ここにはシロップ、ケー
キ、アイスなど甘いものが多い。

特  
集

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

─
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出 

Ⅰ  

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、社
会
を
変
え
る
。

5
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2014年3月24日  京都大学総長室にて

山
中
：
私
は
１
９
９
０
年
代
、
30
代
前
半
に
、
今
の
再

生
医
学
と
は
全
然
違
う
、
動
脈
硬
化
の
研
究
を
し
に
ア

メ
リ
カ
に
留
学
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
研
究
ツ
ー
ル
と

し
て
万
能
細
胞
の
１
つ
で
あ
る
E
S
細
胞
（
胚
性
幹

細
胞
）
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
受
精

卵
か
ら
作
る
万
能
細
胞
が
、
本
当
に
面
白
い
細
胞
で
、

ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ
た
と
い
う
か
、
E
S
細

胞
に
惹
か
れ
て
し
ま
っ
て
。
で
も
ま
さ
か
E
S
細
胞

そ
の
も
の
を
、
そ
の
後
20
年
近
く
研
究
す
る
こ
と
に

な
る
と
は
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

松
本
：
や
は
り
留
学
経
験
が
大
き
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

山
中
：
留
学
で
目
を
開
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

松
本
：
そ
れ
は
環
境
が
な
せ
る
わ
ざ
で
す
か
？　

そ
れ

と
も
年
齢
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

山
中
：
や
は
り
年
齢
で
す
。
あ
の
頃
は
あ
ま
り
１
つ
の

こ
と
に
捉
わ
れ
な
い
で
、
ど
ん
ど
ん
違
う
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

松
本
：
ア
メ
リ
カ
に
は
人
と
違
う
こ
と
や
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
を

一
番
感
じ
る
の
は
30
代
初
め
頃
か
ら
だ
と
思
う
の
で
、

非
常
に
い
い
時
期
に
行
か
れ
ま
し
た
ね
。

i
P
S
細
胞
研
究
の
き
っ
か
け
は

ア
メ
リ
カ
留
学
に
あ
っ
た

 オピニオン［対談］

山中伸弥◆松本 紘
2012年ノーベル生理学・医学賞受賞者、京都大学iPS細胞研究所、山中伸弥所長。
華やかな経歴のみが伝えられがちだが、輝ける栄光の裏側には、
周囲の理解が得られず、研究を諦めて臨床医に戻ろうとした時もあったという。
そんな山中所長の研究を、人類の夢を追っている研究だと直感し、
独自の研究センター開設を推進したのが当時の副学長、松本現総長だった。
今回は、山中、松本の両氏に、「イノベーション」をテーマに語っていただいた。

i
P
S
細
胞
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
。

未
来
を
見
据
え
た
基
礎
研
究
が

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
。

京都大学iPS細胞研究所長 国立大学協会会長（京都大学総長）

Opinion
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山
中
：
ア
メ
リ
カ
が
科
学
に
適
し
て
い
る
と
思
う
の
は
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
非
常
に
大
切
に
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
周
り
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
や
そ
れ
に
匹
敵
す

る
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、私
の
研
究
を
“
面
白
い
”

と
励
ま
し
て
く
れ
て
た
ん
で
す
が
、
日
本
に
帰
っ
て
医

学
部
で
ネ
ズ
ミ
の
E
S
細
胞
の
研
究
を
続
け
た
と
こ

ろ
、
周
り
か
ら
あ
ま
り
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
中
：
そ
ん
な
中
で
１
９
９
８
年
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究

者
が
人
間
の
E
S
細
胞
を
作
る
こ
と
に
成
功
し
た
ん
で

す
ね
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
ネ
ズ
ミ
の
E
S
細
胞
し
か

な
か
っ
た
の
で
、
人
間
の
医
学
に
は
直
結
し
な
い
と
言

わ
れ
て
い
た
の
が
、
人
間
の
E
S
細
胞
が
出
来
た
こ

と
で
、
一
夜
に
し
て
考
え
が
変
わ
っ
た
と
い
う
か
、“
自

分
の
や
っ
て
い
る
研
究
は
人
間
に
役
立
つ
か
も
知
れ
な

い
”
と
す
ご
く
勇
気
づ
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ

が
E
S
細
胞
は
受
精
卵
か
ら
作
る
の
で
倫
理
的
に
課

題
も
多
く
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
研
究
が
出
来
な
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
皮

膚
や
血
液
の
細
胞
な
ど
、
受
精
卵
以
外
か
ら
E
S
細

胞
と
同
じ
よ
う
な
細
胞
を
作
れ
な
い
か
と
考
え
た
の
が
、

i
P
S
細
胞
（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）
で
す
。
当
時

は
i
P
S
と
い
う
名
前
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
患
者
さ
ん
の
E
S
細
胞
と
い
う
こ
と
で
、「
M
y 

E
S
細
胞
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
そ
の
前
年
に
、
ド
リ
ー
と
い
う
羊
が
体
細
胞

ク
ロ
ー
ン
技
術
で
生
ま
れ
た
ん
で
す
。
細
胞
を
取
っ
て

き
て
、
核
移
植
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
新
た
な

完
全
な
羊
、
ド
リ
ー
を
生
み
出
し
た
と
。
そ
れ
を
見
た

時
、“
分
化
し
た
細
胞
で
あ
っ
て
も
受
精
卵
の
状
態
に

戻
る
ん
だ
”
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
１
９
８
０
年
代
に
ネ
ズ
ミ
の
皮
膚
の
細

胞
を
取
っ
て
き
て
、
そ
こ
に
１
個
の
遺
伝
子
を
入
れ
る

と
、
皮
膚
の
細
胞
が
筋
肉
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う

研
究
が
あ
り
ま
し
た
。
た
っ
た
１
個
の
遺
伝
子
で
細
胞

の
運
命
が
変
わ
る
と
。

　

そ
れ
ら
を
基
に
、
も
し
か
し
た
ら
分
化
し
た
皮
膚

の
細
胞
や
血
液
の
細
胞
で
あ
っ
て
も
、
い
く
つ
か
遺

伝
子
を
入
れ
る
だ
け
で
受
精
卵
に
近
い
状
態
に
戻
っ

て
、
E
S
細
胞
と
同
じ
よ
う
な
万
能
細
胞
が
出
来
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
得
た
ん
で
す
。

松
本
：
な
る
ほ
ど
。
そ
こ
に
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
と
言
う

の
は
た
や
す
い
ん
で
す
が
、
バ
ラ
バ
ラ
に
あ
っ
た
３
つ

の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と

思
う
人
は
あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
思
い
つ
い
た

と
し
て
も
、
す
ぐ
に
は
出
来
な
い
と
思
う
。
そ
れ
で
も

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

山
中
：
ち
ょ
う
ど
１
９
９
９
年
末
に
、
奈
良
先
端
科
学

技
術
大
学
院
大
学
の
助
教
授
、
今
で
い
う
准
教
授
で
採

用
し
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
上
に
教
授
が
い
な
い

た
め
、
初
め
て
自
分
の
研
究
室
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た

ん
で
す
。
今
ま
で
は
１
人
で
苦
労
し
て
い
た
の
が
、
い

き
な
り
研
究
室
を
も
ら
っ
て
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
一
国

一
城
の
主
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
や
っ
て
く
る
学
生
さ

ん
の
た
め
に
、何
か
夢
の
あ
る
テ
ー
マ
、長
期
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
決
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
考
え
た
の
が

「
分
化
し
た
細
胞
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
E
S
細
胞
と
同
じ

よ
う
な
万
能
細
胞
を
作
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
奈

良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
採
用
さ
れ
る
前
は
ア

メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
き
て
研
究
が
う
ま
く
い
か
ず
、
周

り
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
研
究
を
や

３
つ
の
異
な
る
研
究
か
ら

i
P
S
細
胞
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
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撮影／鈴木理策

め
か
け
て
い
た
ん
で
す
ね
。
研
究
を
諦
め
て
臨
床
医
に

戻
ろ
う
と
。
や
め
る
寸
前
ま
で
い
っ
た
時
に
、
奈
良
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
採
用
し
て
い
た
だ
い
た
わ

け
で
、研
究
者
と
し
て
は
も
う
、死
ん
だ
つ
も
り
に
な
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
ど
う
せ
や
る
ん
だ
っ
た
ら
難
し
い

こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

松
本
：
そ
れ
は
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
夢
を
持
っ
て
ア
メ

リ
カ
か
ら
戻
り
、
研
究
が
う
ま
く
い
か
な
い
中
で
も
絶

対
や
り
通
す
ぞ
と
い
う
気
持
ち
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
よ
。
普
通
の
人
で
も
出
来
た
か
と
い
っ

た
ら
、
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
夢
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
こ
と
は
、
１
つ
の
才
能
な
ん
で
す
よ
ね
。

山
中
：
そ
こ
か
ら
２
０
０
４
年
に
京
都
大
学
に
移
り
、

E
S
細
胞
の
メ
ッ
カ
の
再
生
医
科
学
研
究
所
に
入
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
本
当
に
大
き
か
っ
た
。
奈
良
先
端
科

学
技
術
大
学
院
大
学
は
医
学
部
が
な
い
の
で
ネ
ズ
ミ
止

ま
り
だ
っ
た
た
め
、
私
た
ち
は
人
間
の
E
S
細
胞
を

使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
人
間
の

E
S
細
胞
を
作
ら
れ
た
中
辻
教
授
の
研
究
所
に
入
れ
た

と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
も
う
絶
対
に
人
間
に
行
く
ぞ
！

と
、
そ
う
い
う
意
気
込
み
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
京
都

大
学
に
移
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
体
制
を

少
し
変
え
よ
う
と
思
い
、
担
当
者
を
い
ろ
い
ろ
変
え
て

み
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
今
も
う
ち
で
研
究
を
続
け
て
い

る
高
橋
講
師
に
、
i
P
S
細
胞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
任

せ
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
あ
の
チ
ェ
ン
ジ
が
な
か
っ

た
ら
i
P
S
細
胞
が
出
来
た
か
ど
う
か
、
ち
ょ
っ
と

わ
か
ら
な
い
。
彼
が
中
心
に
な
っ
て
か
ら
、
２
０
０
５

年
頃
に
i
P
S
細
胞
が
出
来
て
、
２
０
０
６
年
に
発
表
。

２
０
０
７
年
に
は
、
最
初
ネ
ズ
ミ
だ
っ
た
も
の
を
人
間

で
発
表
し
ま
し
た
。そ
の
後
、松
本
先
生
の
リ
ー
ダ
シ
ッ

プ
で
、
i
P
S
細
胞
研
究
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
い
た

だ
い
た
わ
け
で
す
。

松
本
：
私
は
そ
の
当
時
副
学
長
で
、
研
究
担
当
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
i
P
S
細
胞
の
研
究
内
容
を
聞
い
て
、

人
間
の
夢
を
追
っ
て
い
る
研
究
だ
と
直
感
的
に
思
い
ま

し
た
。
山
中
先
生
は
若
く
て
、
夢
を
追
っ
て
い
て
、
才

能
が
あ
る
と
。
こ
れ
を
応
援
し
な
い
手
は
な
い
と
本
当

に
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
大
学
を
挙
げ
て
先
生
の
研

究
を
推
進
す
る
た
め
の
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
と

動
き
ま
し
た
。

山
中
：
セ
ン
タ
ー
が
出
来
た
こ
と
で
、
若
い
研
究
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
に
は
i
P
S

細
胞
研
究
所
と
い
う
独
立
し
た
位
置
付
け
の
部
局
に
し

て
い
た
だ
き
、
若
い
研
究
者
を
P
I（
研
究
主
宰
者
）

な
ど
で
呼
ん
で
来
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ポ
ス
ト
も
場
所
も
揃
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
現
在

で
は
約
30
人
の
P
I
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
小
さ
い
で
す

け
れ
ど
も
、
独
立
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
研
究
所
と
し
て
基
礎
研
究
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
が
、
今
は
そ
れ
以
上
に
ど
う
や
っ
て
i
P
S
細

胞
を
医
学
応
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
か
な
り
重
視
し

て
い
ま
す
。時
間
は
か
か
る
ん
で
す
が
、み
ん
な
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
て
、
再
生
医
療
と
創
薬
両
方
で
画
期
的
な

成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

山
中
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
語
が
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
部
分
も
あ
る
ん
で
す
が
、
今
ま
で
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味
で
考
え
る

と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
に
は
、
２
つ
の
場
合

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。
１
つ
は
狙
っ
て
イ
ノ
ベ
ー

新
た
な
研
究
環
境
と
体
制
で

念
願
の
i
P
S
細
胞
を
完
成
さ
せ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

１
０
０
年
後
の
社
会
を
豊
か
に
す
る

Opinion
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シ
ョ
ン
を
起
こ
す
場
合
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏

の
「T

hink different.

」。
こ
れ
が
王
道
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
人
と
違
う
こ
と
を
考
え
る
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
。
も
う
１
つ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
と

し
た
ら
、
人
と
同
じ
こ
と
を
考
え
て
試
し
た
と
こ
ろ
、

思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
。
そ
れ
に
対
す

る
反
応
と
し
て
、
落
胆
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
自
分
の
予
想
と
は
全
然
違
う
け
ど
、
想
定
外
の

結
果
に
誘
発
さ
れ
て
、
自
分
の
考
え
を
変
え
て
い
く
、

と
い
う
や
り
方
で
す
。

松
本
：
我
々
の
分
野
で
有
名
な
話
を
し
ま
す
と
、
昔
、

電
力
大
論
争
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
今
の
電
力
シ

ス
テ
ム
は
交
流
で
動
い
て
い
ま
す
。
当
時
、
発
明
王
と

し
て
有
名
な
エ
ジ
ソ
ン
は
、
直
流
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
主
張
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
エ
ジ
ソ
ン
の

会
社
で
基
礎
研
究
を
し
て
い
た
テ
ス
ラ
は
、
交
流
と
直

流
を
研
究
し
、
交
流
の
方
が
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
る
と

理
論
的
に
導
き
出
し
た
ん
で
す
。
そ
の
２
人
の
間
で
大

論
争
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
テ
ス
ラ
の
発

案
、
交
流
電
力
網
は
、
す
ぐ
に
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
、当
時
の
人
々
は
、彼
の
発
案
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
起
こ
っ
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
で
も
、
１
０
０

年
経
つ
と
、
彼
の
発
案
で
世
の
中
が
大
き
く
変
わ
る
ん

で
す
。

　

私
は
基
礎
、
基
盤
の
研
究
こ

そ
が
、
本
当
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

松
本
：
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
技
術
、

考
え
方
は
、
全
て
の
基
盤
に
な

る
研
究
で
す
よ
ね
。
先
生
が
基

礎
を
作
っ
て
、
先
々
応
用
が
利

く
よ
う
な
人
を
集
め
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
研
究
所
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
唆

し
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
先
生
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
本
当
に
大
き
な
展
開
を
図

る
こ
と
の
で
き
る
基
礎
を
築
か

れ
た
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
に
名
を
残
す
大
き
な
偉
業
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
中
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

松
本
：
国
立
大
学
は
、
先
生
の
研
究
の
よ
う
な
基
礎
研

究
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
本
当
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
社
会

に
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　

そ
し
て
先
生
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
人
間
が
要

求
し
て
い
る
こ
と
を
目
標
に
据
え
て
、
地
道
に
研
究
を

進
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
ね
。
必
要
が
発
明
の
母
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
先
生
は
そ
れ
を
地
で
行
っ
た
。
し
か
し
、

多
く
の
研
究
者
は
、
研
究
を
し
た
後
、
そ
の
研
究
で
何

が
で
き
る
か
考
え
る
。
こ
れ
は
間
違
い
で
、
何
を
な
す

べ
き
か
を
、
自
分
の
専
門
分
野
を
超
え
て
考
え
る
習
慣

が
身
に
付
く
と
研
究
者
の
力
は
２
倍
３
倍
・
・
・
10
倍

に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
が
研
究
者
の
あ
る
べ
き

姿
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
ま
す
ね
。

山
中
：
大
学
に
は
、
色
々
な
学
問
分
野
の
方
が
お
ら
れ

ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
い
わ
ゆ

る
異
文
化
の
融
合
と
い
い
ま
す
か
、
全
然
違
う
分
野
の

人
が
出
会
っ
て
、
そ
こ
か
ら
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
創

造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。

松
本
：
ま
っ
た
く
、
そ
の
と
お
り
で
す
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

で
も
、
周
り
に
再
生
医
科
学
、
医
学
、
患
者
さ
ん
が
い

て
、
全
体
を
に
ら
ん
だ
研
究
が
伸
び
て
い
き
ま
す
よ
ね
。

さ
ら
に
、
生
物
学
者
、
農
学
者
、
工
学
者
、
文
学
者
な

ど
が
集
ま
る
と
巨
大
な
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
大

学
の
発
展
の
方
向
で
し
ょ
う
。

山
中
：
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
内
で
は
研
究
者
が
自
由
に

交
流
で
き
る
よ
う
し
て
る
ん
で
す
が
、
違
う
分
野
の
人

た
ち
と
は
交
流
が
な
い
状
況
で
す
。

松
本
：
京
都
大
学
で
は
学
際
融
合
教
育
研
究
推
進
セ
ン

異
分
野
の
融
合
が

革
新
的
な
成
果
を

生
み
出
す
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タ
ー
を
作
っ
て
、
学
部
の
違
う
人
た
ち
で
ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
を
し
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
な
い
よ
う
で
す
。
と
に
か
く
時

間
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
過
当
な
忙
し
さ
を
続
け
て
い

る
と
、
学
問
の
進
展
が
先
細
り
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
で
す
。
確
か
に
、
短
期
間
で
成
果
を
出
す

こ
と
も
重
要
で
す
が
、
私
は
一
生
か
け
て
、
こ
ん
な
大

き
な
こ
と
を
や
る
ん
だ
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
の
人
が

出
て
く
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
の
が
、
大
学
に

と
っ
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

山
中
：
ア
メ
リ
カ
で
は
、
教
授
、
Ｐ
Ｉ
が
１
日
の
大
半
、

サ
イ
エ
ン
ス
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
日
本
で
は
こ
れ
が
で
き
な
い
の
か
、
な
ぜ
Ｐ
Ｉ
が

悲
惨
な
く
ら
い
忙
し
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

松
本
：
私
も
そ
れ
は
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
雑
用
な

く
自
分
の
研
究
に
打
ち
込
め
る
、
そ
う
い
う
風
に
日
本

の
大
学
を
変
え
ら
れ
な
い
か
。
大
き
な
課
題
で
す
。
し

か
し
、
教
育
研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
作
る
に
は
、

人
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
財
政
基
盤
も
強
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ

は
、
研
究
投
資
が
大
き
い
。
国

立
大
学
協
会
で
も
、
声
を
大
に

し
て
政
府
に
お
願
い
し
て
ま
す

が
、
運
営
費
交
付
金
が
毎
年
減

ら
さ
れ
、
人
も
増
え
な
い
、
競

争
的
資
金
で
な
ら
雇
っ
て
い
い

で
す
よ
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
変
え
な
い
限

り
、
日
本
の
競
争
力
は
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

山
中
：
ア
メ
リ
カ
の
医
学
分
野
で
は
、
近
年
、
国
か
ら

の
支
援
が
か
な
り
厳
し
く
な
っ
て
ま
す
。
し
か
し
、
ア

メ
リ
カ
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
そ
こ
か
ら
貰
え
な
く
て
も
、

州
か
ら
莫
大
な
研
究
予
算
が
出
る
ん
で
す
。
ま
た
、
民

間
か
ら
の
寄
附
も
あ
り
ま
す
。
３
本
柱
あ
る
ん
で
す
。

　

文
化
の
違
い
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
は
い
か
な
い

で
す
が
、
本
研
究
所
で
は
民
間
か
ら
の
寄
附
を
一
生
懸

命
募
っ
て
い
ま
す
。

松
本
：
ア
メ
リ
カ
は
マ
ル
チ
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
ソ
ー
ス

な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
っ
ち
が
ダ
メ
な
ら
あ
っ
ち
と
、
生

き
延
び
る
術
が
あ
る
ん
で
す
。
ま
た
、
お
っ
し
ゃ
る
通

り
寄
附
に
関
し
て
は
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
定
着
し
て

い
ま
せ
ん
。
先
生
は
マ
ラ
ソ
ン
で
寄
附
集
め
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
京
都
大
学
を
は
じ
め
他
の
国
立

大
学
で
も
、
寄
附
を
集
め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
々
、
基
礎
研
究
や
将
来
性
の
高
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
し

か
し
、
国
立
大
学
が
こ
の
重
要
な
役
割
を
確
実
に
果
た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松本  紘（Hiroshi Matsumoto）
1942年生まれ。奈良県出身。工学博士。

京都大学総長。京都大学工学部卒業、同

大学大学院工学研究科修士課程修了。専

門は宇宙プラズマ物理学、宇宙電波科学、

宇宙エネルギー工学。京都大学工学部助

教授、京都大学超高層電波研究センター、

京都大学宙空電波科学研究センター、京

都大学生存圏研究所の教授、所長など

を経て、2005年京都大学理事・副学長、

2008年京都大学総長に就任。自らの研

究の他、学内外の多くの教育・研究機関

の委員として活躍。2013年国立大学協

会会長に就任し、国立大学の改革を積極

的に推進する。

山中伸弥（Shinya Yamanaka）
1962年、東大阪市生まれ。博士（医学）。神戸大

学医学部卒業、大阪市立大学大学院医学研究科博

士課程修了。1993年米国カリフォルニア大学サ

ンフランシスコ校グラッドストーン研究所博士研

究員となり、帰国後、大阪市立大学医学部を経て、

1999年奈良先端科学技術大学院大学助教授に

就任し、iPS細胞の研究に邁進。2004年京都大

学再生医科学研究所に移り、2006年にはマウス

iPS細胞、2007年にはヒトiPS細胞を確立し、世

界的注目を集める。「成熟細胞が初期化され多能性

を獲得し得ることの発見」により2012年ノーベル

生理学・医学賞を受賞。同賞の日本人受賞は25年

ぶり2人目。現在、京都大学iPS細胞研究所長とし

てiPS細胞の実用化に挑む。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
に
は

研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
が
必
要
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！
知
の
拠
点
で
あ
る
国
立
大
学
で
は
、

日
頃
の
教
育
・
研
究
の
成
果
を
様
々
な
形
で

地
域
や
社
会
に
還
元
し
て
い
る
。

今
号
で
は
、
自
主
講
座
や
体
験
学
習
、

商
品
開
発
な
ど
、
各
大
学
独
自
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

被
災
地
に
あ
る
唯
一
の
教
育
大
学
と
し
て

連
続
公
開
講
座「
宮
教
大
防
災
W
e
e
k
」を
開
催

宮
城
教
育
大
学

　

宮
城
教
育
大
学
教
育
復
興
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
今
年
１
月
、
５
日
間
連

続
で
全
18
の
公
開
講
座
「
宮
教
大
防

災
W
e
e
k
」を
開
催
し
た
。「
復
興
」

や「
防
災
」を
様
々
な
角
度
か
ら
考
え

る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、
防
災
教
育
研

究
に
携
わ
る
大
学

教
員
や
小
学
校
教

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
従
事

す
る
N
P
O
職
員
、

震
災
当
日
に
人
命

救
助
に
当
た
っ
た
自
衛
隊
員
、
被
災

者
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
研
究
す
る
園

芸
療
法
士
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
復
興
や
防
災
に
献
身
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
多
彩
な
講
師
陣
が
出
講
し
、

そ
の
活
動
を
紹
介
し
た
。
期
間
中
、

約
千
名
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。
教
員

養
成
を
本
務
と
し
、
未
来
を
担
う
人

材
育
成
を
目
指
す
大
学
が
、
広
く
市

民
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
域
社
会
に
貢
献
・
発
信
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。

「
使
い
に
く
さ
」で
大
人
気
！

目
盛
が
素
数
だ
け
の「
素
数
も
の
さ
し
」京都

大
学

る
京
都
大
学
サ
マ
ー
デ
ザ
イ
ン
ス

ク
ー
ル
で
、
思
わ
ぬ
副
産
物
が
生
ま

れ
た
。
不
便
の
効
用
を
重
視
す
る
と

い
う
新
た
な
視
点
を
採
用
し
た
ク
ラ

ス
で「
素
数
も
の
さ
し
」が
発
案
さ
れ

た
。「
素
数
し
か
目
盛
り
の
な
い
不
便

な
も
の
さ
し
を
誰
が
求
め
る
の
か
」

と
思
わ
れ
た
の
だ
が
、
販
売
以
来
大

人
気
で
、
今
や
京
都
大
学
生
協
の
名

物
グ
ッ
ズ
に
な
っ
て
い
る
。

　

京
都
大
学
で
は
デ
ザ
イ
ン
学
ユ

ニ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
こ
こ

で
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
単
な
る
服
飾

や
意
匠
で
は
な
い
。
今
ま
で
設
計
と

呼
ば
れ
て
い
た
活
動
や
制
度
デ
ザ
イ

ン
な
ど
も
対
象
領
域
に
含
み
、
旧
来

の
分
野
別
領
域
で
の
固
定
的
な
視
点

で
は
な
く
、
分
野
横
断
的
な
視
点
で

の
教
育
と
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ユ
ニ
ッ
ト
の
活
動
の
１
つ
で
あ

地
域
連
携
活
動
を
支
援
す
る

２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

静
岡
大
学

内
全
域
か
ら
28

件
の
応
募
が
あ

り
、
教
職
員
が

2
か
月
か
け
て

全
件
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
終
え
た
。

各
研
究
室
・
学
生
に
積
極
的
に
参
加

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
学
内
外

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
活
用
で
き
る
よ
う

地
域
課
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
り
、

公
開
す
る
予
定
。
今
年
度
、
モ
デ
ル

事
業
を
選
定
し
、
全
学
的
に
支
援
し

て
い
く
。

　

静
岡
大
学
で
は
、
地
域
と
関
わ
る

２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て

い
る
。
１
つ
は
教
職
員
・
学
生
が
一

体
と
な
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
む
「
地
域
連
携
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
、
過
去
3
年
間
で
計
37
件
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
、
地
域
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
は
昨
年
度
立
ち
上
げ

た
「
地
域
課
題
解
決
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
、
地
域
の
課
題
を
幅
広
く

公
募
し
、
新
た
な
地
域
連
携
活
動

に
繋
げ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
県

携帯電話を活用した
「モバイル型遠隔情報
  保障システム」

筑波技術大学

　

筑
波
技
術
大
学
に
事
務
局
を
置
く

P
E
P
N
e
t
‐
J
a
p
a
n
（
日

本
聴
覚
障
害
学
生
高
等
教
育
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
は
、
聴
覚
障
害

学
生
に
対
す
る
情
報
保
障
体
制
の

整
備
や
拡
充
を
望
む
大
学
に
対
し

て
、「
モ
バ
イ
ル
型
遠
隔
情
報
保
障
シ

ス
テ
ム
」を
活
用
し
た
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
携
帯

電
話
な
ど
の
通
信
回
線
を
使
用
す
る

た
め
、
広
い
範
囲
で
利
用
で
き
、
1

台
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
字
幕
表
示

と
音
声
通
話
が
同
時
に
で
き
る
た

め
、
利
用
者
の
シ
ス
テ
ム
構
成
が
簡

略
化
さ
れ
る
。
特
に
東
日
本
大
震
災

で
は
、
宮
城
県
内
の
4
校
に
対
し
て
、

P
E
P
N
e
t
‐
J
a
p
a
n
連
携

大
学
・
機
関
を
中
心
と
す
る
14
大
学

で
、
5
3
0
名
ほ
ど
の
学
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
支
援
を
行
っ
た
。
今
後
、

新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
活
用
の
幅

の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

「地域連携応援プロジェクト」で
学生たちが取材して完成させた

「静岡職人めぐりマップ」。

受講者の携帯電話に授業内容を送信する情報保障支援の様子（同志社大学）。

多
く
の
市
民
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
連
続
公
開
講
座
の

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
。

不便さで大ヒット商品となった
京都大学「素数ものさし」。



「焼酎」を通じて
鹿児島の魅力を
世界に発信

鹿児島大学

　

鹿
児
島
大
学
が
２
０
１
２
年
か
ら

開
講
し
て
い
る
「
か
ご
し
ま
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
焼
酎
マ
イ
ス

タ
ー
養
成
コ
ー
ス
」。
焼
酎
製
造
業

者
、
酒
類
販
売
や
飲
食
業
に
携
わ
る

人
、
観
光
業
や
自
治
体
職
員
な
ど
を

対
象
に
、
焼
酎
の
専
門
的
知
識
を
持

つ
人
材
を
育
成
す
る
も
の
だ
。
農
学

部
附
属
焼
酎
・
発
酵
学
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
、
鹿
児
島
県
、
鹿
児
島
県
酒

造
組
合
、
日
本
酒
サ
ー
ビ
ス
研
究
会
、

酒
匠
研
究
会
連
合
会
と
の
連
携
で
、

①
焼
酎
学
の
基
礎
、
②
焼
酎
製
造
の

実
際
、
③
焼
酎
の
商
品
知
識
、
④
焼

酎
文
化
論
、
⑤
焼
酎
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
⑥
焼
酎
検
定
演
習
の
6
科
目
を

体
系
的
に
学
び
、
修
了
者
に
は
「
焼

酎
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
書
」「
焼
酎
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
」「
焼
酎
き
き
酒
師
受
験
資

格
」が
授
与
さ
れ
る
。
焼
酎
を
通
じ

て
鹿
児
島
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す

る
マ
イ
ス
タ
ー
の
誕
生
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

生
涯
学
習
社
会
に
対
応
し
て
、
教

育
・
研
究
の
成
果
を
広
く
社
会
に

公
開
し
て
き
た
島
根
大
学
で
は
、

「
地
（
知
）の
大
学
」と
し
て
、
生
涯

学
習
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
「
市
民
パ

ス
ポ
ー
ト
会
員
」制
度
を
新
設
し
た
。

「
市
民
パ
ス
ポ
ー
ト
会
員
」は
、
年
会

費
５
千
円
で
誰
で
も
入
会
で
き
、
1

年
間
有
効
。
島
根
大
学
の
公
開
授
業

や
公
開
講
座
、
W
e
b
講
義
な
ど
を

無
料
で
受
講
で
き
る
ほ
か
、
広
報
誌

「
広
報
し
ま
だ
い
」が
送
付
さ
れ
る
。

ま
た
、
附
属
図
書
館
や
、
学
生
と
地

域
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
今

春
、
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
設
し
た

「
学
生
市
民
交
流
ハ
ウ
ス
」が
利
用

で
き
る
上
、
学
内
の
教
室
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
の
施
設
を
半
額
料
金
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
の

中
核
と
し
て
、
市
民
に
生
涯
現
役
と

し
て
の「
知
る
」を
提
供
す
る
。

知的好奇心を刺激する
「市民パスポート会員」
制度

島根大学

理科教育を通した
復興教育支援

お茶の水女子大学

　

お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
岩
手
県
教
育
委
員
会

及
び
県
内
の
野
田
村
、
宮
古
市
、
山

田
町
、
大
槌
町
、
釜
石
市
、
大
船
渡

市
の
各
教
育
委
員
会
と
震
災
復
興
の

相
互
協
力
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
。
学
内
の
サ
イ
エ
ン
ス
＆
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
、
被
災
し
た
小
･
中
・
高

等
学
校
に
対
す
る
理
科
教
育
を
支
援

し
て
い
る
。

　

仮
設
校
舎
で
も
利
用
で
き
る
理
科

教
材
、
負
担
軽
減
を
考
え
た
実
験
コ

ン
テ
ン
ツ
、
安
価
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム

双
方
向
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
開
発
。
被
災
地
の
教
員
と
連
絡
を

取
り
合
い
、
授
業
で
の
効
果
的
な
教

材
教
具
の
活
用
方
法
、
児
童
生
徒
の

関
心
を
高
め
る
先
端
研
究
の
情
報
提

供
な
ど
、
継
続
し
た
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

旭
川
医
科
大
学
で
は
、
昨
年
夏
、

「
未
来
の
生
命
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
に
た
つ
教
員
育
成
～
先
端
実
習
を

通
じ
て
～
」と
題
し
て
、
高
校
の
理

科
系
教
員
を
対
象
に
、
①
生
命
科
学

や
医
科
学
の
先
端
研
究
に
必
要
な
基

礎
技
術
を
体
験
す
る
、
②
基
礎
技
術

を
用
い
た
最
先
端
研
究
の
実
例
を

知
る
、
③
実
習
結
果
を
教
育
活
動

で
活
か
す
た
め
の
実
践
方
法
を
考

え
る
、
を
目
的
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
・

リ
ー
ダ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し

た
。
全
国
か
ら
17
名
の
教
員
が
参
加
。

「
可
視
化
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
免
疫

染
色
法
、
電
子
顕
微
鏡
観
察
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
の
3
つ
の
実
験
実

習
と
こ
れ
を
応
用
し
た
最
先

端
研
究
の
受
講
、
遠
隔
医
療

セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
熱
心
に
実
習
に
取

り
組
み
、
新
た
な
教
育
活
動

を
創
造
す
べ
く
、活
発
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

高
校
教
員
に
向
け
た
先
端
実
習
教
育

サ
イ
エ
ン
ス
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

旭
川
医
科
大
学

焼酎のタイプとそれに合う
料理について学習する。

上：遠隔医療センター見学。
下：電子顕微鏡観察実習。

開発した「折りたたみ式てこ実験器」で、
大槌町の小学校とネット授業を行う。

交
流
の
場
を
提
供
す
る
学
生
市
民
交
流
ハ
ウ
ス
。

12
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小
樽
商
科
大
学
商
学
部
商
学
科
４
年
の

横
濱
大
成
さ
ん
は
全
国
に
あ
る
F
M
38
局

が
主
催
す
る
「
J
F
N
学
生
ラ
ジ
オ
C
M
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
１
３
」の
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
全
国
の
大
学

生
・
専
門
学
校
生
か
ら
自
分
の
通
う
学
校
を

P
R
す
る
ラ
ジ
オ
C
M
コ
ピ
ー
を
募
集
す

る
も
の
。

　

受
験
生
の
頃
、
深
夜
放
送
を
聞
い
て
い

た
横
濱
さ
ん
。
ま
ず
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
誰

か
」「
顧
客
は
何
を
求
め
て
い
る
か
」を
考
え

た
。
高
校
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
勉
強
し

な
が
ら
こ
の
ラ
ジ
オ
C
M
を
聞
く
様
子
を

思
い
浮
か
べ
て
、「
教
科
書
を
開
い
て
い
る

時
に
自
分
が
知
っ
て
い
る
言
葉
が
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
て
き
た
ら
い
い
な
」と
い
う
思
い

で
、
高
校
生
で
も
わ
か
る
言
葉
を
巧
み
に

入
れ
込
ん
だ
。
応
募
ま
で
に
は
教
員
、
ゼ

ミ
の
仲
間
、
ル
ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
に
意
見

を
も
ら
い
、
思
い
を
少
し
ず
つ
形
に
し
て

い
っ
た
。

　

受
賞
作
品
は
、
小
樽
の
街
ら
し
い
電
車

の
音
や
波
の
音
な
ど
を
バ
ッ
ク
に
、
男
子

学
生
の
学
校
祭
に
つ
い
て
の
た
わ
い
な
い

会
話
の
中
に
、「
統
計
学
」「
会
計
」「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」な
ど
商
科
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
に

　

茨
城
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
２
年
の
村
上
倫
子
さ
ん
の
研
究

は
、
薄
く
小
型
な
磁
気
浮
上
型
補
助
人
工

心
臓
用
の
磁
気
浮
上
ポ
ン
プ
の
実
現
。
茨

城
大
学
で
修
士
号
取
得
後
、
企
業
に
就
職

し
た
村
上
さ
ん
だ
が
、
製
品
開
発
よ
り
現

象
の
根
本
的
な
原
因
を
多
角
的
に
解
明
す

る
と
い
う
研
究
に
魅
力
を
感
じ
た
た
め
、

会
社
を
辞
め
、
博
士
後
期
課
程
に
進
ん
だ
。

研
究
で
は
、
重
症
心
不
全
患
者
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
補
助
人
工
心
臓
の
適
用
を
、
早
期

に
行
う
こ
と
で
心
不
全
の
重
症
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
，

高
耐
久
で
血
液
適
合
性
の
い
い
人
工
心
臓

を
実
現
す
る
た
め
に
磁
気
浮
上
技
術
を
用

い
て
、
薄
く
小
型
で
経
済
的
な
人
工
心
臓

を
開
発
し
た
。
現
在
、
外
径
59
ミ
リ
、
高

さ
22
ミ
リ
の
磁
気
浮
上
型
カ
ス
ケ
ー
ド
ポ

合
う
言
葉
が
盛
り
込
ま
れ
、
語
り
合
い
学

び
合
う
小
樽
商
科
大
学
生
が
表
現
さ
れ
て

い
る
。
作
品
は
J
F
N
学
生
ラ
ジ
オ
C
M

コ
ン
テ
ス
ト
公
式
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
小
樽
の
街
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
ゼ
ミ
活
動
な
ど
積
極
的
に

参
加
し
て
き
た
横
濱
さ
ん
だ
が
、
今
回
得

ら
れ
た
経
験
や
出
会
い
を
活
か
し
、「
今
後

も
自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
誰
か
の

た
め
に
行
動
し
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

ン
プ
で
必
要
な
性
能
を
有
し
て
い
る
。

　

村
上
さ
ん
は
本
研
究
の
功
績
に
よ
り
、

I
S
R
B
P
2
0
1
3
（
第
21
回
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
血
液
ポ
ン
プ
学
会
）に
お
い
て
、「
ア

ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
若
手
研
究
者
優
秀
発

表
賞
」を
受
賞
し
た
。
村
上
さ
ん
は
「
こ
の

賞
を
受
賞
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
光

栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
多

く
の
先
生
方
の
ご
助
力
あ
っ
て
の
賜
物
と

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
更

な
る
改
良
を
行
い
、
よ
り
小
さ
く
、
薄
く
、

安
定
し
た
磁
気
浮
上
ポ
ン
プ
と
な
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

「
J
F
N
※

学
生
ラ
ジ
オ
C
M
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
1
3
」で
優
秀
賞
を
受
賞

小
樽
商
科
大
学
／
横
濱
大
成
さ
ん

「
ア
ジ
ア・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
若
手
研
究
者

優
秀
発
表
賞
」を
受
賞

茨
城
大
学
／
村
上
倫
子
さ
ん

授賞式での横濱さん。

村上さんが開発した薄型磁気浮上ポンプ。

受
賞
の
盾
を
持
つ
村
上
さ
ん
。

※
J
F
N
／
全
国
F
M
放
送
協
議
会
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大
阪
大
学
環
境
サ
ー
ク
ル
「
G
E
C
S

（
ゲ
ッ
ク
ス
）」は
昨
年
末
の
「
第
11
回

全
国
大
学
生
環
境
活
動
コ
ン
テ
ス
ト

（
e
c
o
c
o
n
2
0
1
3
）」
で
、
参
加
38

団
体
の
中
で
グ
ラ
ン
プ
リ
（
環
境
大
臣
賞
）

と
会
場
賞
を
受
賞
し
た
。
結
成
か
ら
10
年
、

メ
ン
バ
ー
は
２
０
１
４
年
３
月
現
在
65
人

で
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
「
学
生
の
立

場
か
ら
環
境
問
題
の
改
善
に
貢
献
す
る
」と

い
う
理
念
の
も
と
、
学
内
外
で
活
動
。
大

学
最
寄
駅
で
の
ご
み
拾
い
や
大
学
へ
の
環

境
対
策
の
提
案
な
ど
、
地
道
な
が
ら
学
内

外
の
人
た
ち
に
も
働
き
か
け
る
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
毎
年
新
入
生
が
地
域

住
民
と
と
も
に
行
う
箕
面
川
の
清
掃
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
。
７
回
目
と
な
っ
た

昨
年
は
地
域
の
人
々
と
学
生
ら
２
３
２
人

が
参
加
し
、
２
時
間
で
約
２
８
８
kg
の
ご

　

全
国
４７
都
道
府
県
６７
大
学
の
学
生
が
参

加
し
た
、
地
元
の
観
光
の
魅
力
を
国
内
外

に
P
R
す
る
企
画
「
学
生
の
チ
カ
ラ
で
日
本

を
元
気
に
！
第
２
回
都
道
府
県
対
抗
・
学
生

観
光
P
R
ア
ワ
ー
ド
」。
岩
手
県
で
行
わ
れ

た
最
終
審
査
会
で
、
熊
本
大
学
教
育
学
部

３
年
の
坂
梨
有
佳
さ
ん
が
グ
ラ
ン
プ
リ
（
観

光
庁
長
官
賞
）に
輝
い
た
。

　

最
終
審
査
の
発
表
内
容
は
①
地
元
観
光

P
R
、
②
地
元
の
お
土
産
物
の
ア
イ
デ
ア

プ
ラ
ン
、
③
地
元
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
の

提
案
で
構
成
さ
れ
、
坂
梨
さ
ん
は
熊
本
弁

を
駆
使
し
な
が
ら
熊
本
の
日
本
一
の
生
産

物
や
熊
本
縁
の
人
、
名
所
な
ど
を
紹
介
。

日
本
の
三
大
名
城
の
１
つ
で
あ
る
熊
本
城

み
を
集
め
た
。
５
月
初
旬
か
ら
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
重
ね
、
楽
し
み
な
が
ら
清
掃
し
て

も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
や
清
掃
用
具
の

準
備
、
市
役
所
・
地
域
団
体
な
ど
と
の
対

外
折
衝
ま
で
す
べ
て
を
新
入
生
が
担
っ
た
。

運
営
の
実
行
委
員
を
務
め
た
小
島
健
太
郎

さ
ん
は
「
上
流
か
ら
下
流
ま
で
下
見
を
繰

り
返
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
作
り
ま
し

た
。
雨
が
続
い
て
心
配
し
ま
し
た
が
、
当

日
は
晴
れ
て
増
水
も
な
く
無
事
に
開
催
で

き
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
同

じ
く
石
川
由
美
子
さ
ん
も
「
入
学
早
々
で

ま
だ
大
学
に
も
慣
れ
な
い
時
期
か
ら
準
備

に
追
わ
れ
忙
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
終
え
た

時
は
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
」と

話
す
。

　

今
後
は
メ
ン

バ
ー
個
々
の
満

足
度
を
上
げ
な

が
ら
、
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た

こ
と
に
新
し
さ

も
取
り
入
れ
、

活
動
全
体
の
成

果
を
求
め
て
い

き
た
い
と
い
う
。

か
ら
世
界
規
模
の
カ
ル
デ
ラ
を
有
す
る
阿

蘇
山
ま
で
の
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
を
臨
場
感

た
っ
ぷ
り
に
案
内
し
、
お
土
産
に
は
竹
の

ケ
ー
ス
に
、
日
本
一
の
評
価
を
得
た
菊
池

米
と
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
菊
池
水
源
の

名
水
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
熊
本
県
産
・
ま
い

う
ま
い
」（「
m
y
」「
米
」「
美
味
い
」を
掛
け

た
）
を
提
案
し
、
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
勝

ち
取
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
で
得

る
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
熊
本
各
地
を
自

ら
駆
け
回
っ
た
こ
と
で
、
実
感
の
こ
も
っ

た
、
審
査
員
の
心
を
引
き
つ
け
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
た
。

　

坂
梨
さ
ん
は
「
こ
の
企
画
に
参
加
し
た
こ

と
で
、
熊
本
が
大
好
き
と
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
を
知
り
、
ふ
る
さ
と

が
好
き
に
な
る
。
好
き
の
集
ま
り
は
大
き

な
力
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身

も
そ
の
一
端
を
担
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

国立大学では大学独自のユニークな授業が行われる一方、課外活動で全国
大会、世界大会で活躍する学生たちも大勢いる。ここでは授業や課外活動
に真剣に取り組む学生、グループの活動を紹介する。

熊本弁のプレゼンで会場を
魅了した坂梨さん。

学生自らがプレゼンテーションする「学生観光PRアワード」。

地域と一体になって行う箕面川の清掃活動。

（左から）石川さん、小島さん、サー
クル代表の野村さん

「
全
国
大
学
生
環
境
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
」で

グ
ラ
ン
プ
リ（
環
境
大
臣
賞
）を
受
賞

大
阪
大
学
／
環
境
サ
ー
ク
ル
G
E
C
S

「
学
生
観
光
P
R
ア
ワ
ー
ド
」で

グ
ラ
ン
プ
リ（
観
光
庁
長
官
賞
）を
受
賞

熊
本
大
学
／
坂
梨
有
佳
さ
ん



新局面を迎えた国立大学改革を、
新しいロゴマークと共に。

　本協会は、平成16年4月1日に社団法人として発足
してから、今年で10年を迎えるにあたり、新たなロゴ
マークを募集しました。
　229件の応募の中から、厳正なる審査の結果、
高知県在住の濱口温男さんの作品が最優秀賞に選
ばれました。このロゴマークは、大学の「大」をモチー
フに、教育・研究の拠点として活動の広がりや社会へ
発信するイメージを表現しています。
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